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★今月の付録
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女性会 Nadeshiko

健康経営企業紹介

プラスチック製レジ袋有料化 Q&A

LOBO 調査・みらい飯 報告

静岡県立工科短期大学校入学生募集 

渋沢栄一とその思想に学ぶ 他

中小企業相談所からのお知らせ 他

　

当
商
工
会
議
所
の
設
立
当
時
よ
り
運

営
に
携
わ
り
、
１
０
０
年
企
業
と
い
う

長
き
に
わ
た
り
地
域
経
済
の
振
興
、
発

展
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
た
㈱
赤
阪

鐵
工
所
様
へ
関
東
経
済
産
業
局
長
表
彰

が
贈
ら
れ
、
ま
た
、
焼
津
の
船
乗
り
の

食
文
化
を
研
鑽
、
伝
承
す
る
和
菓
子
屋

の
研
究
会　

焼
津
み
そ
ま
ん
学
会
様
へ

は
、
店
舗
に
よ
っ
て
個
性
あ
る
み
そ
ま

ん（
味
噌
饅
頭
）を
箱
詰
め
し
た
商
品
を

毎
月
三
十
日
に
販
売
、
普
及
に
貢
献
す

る
な
ど
地
域
活
性
化
に
関
わ
る
活
動
が

評
価
さ
れ
関
東
商
工
会
議
所
連
合
会
ベ

ス
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
表
彰
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

●志太 3 市バスツアー　参加企業募集　●シェイクアウト訓練　●小規模企業共済　●経営セーフティ共済　●雇用調整助成金　定期相談
●経営安定特別相談室のご案内　●持続化補助金　●経営安定特別相談室
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６
月
�5
日（
木
）、当
商
工
会
議
所（
会

頭　

小
原
照
光
）
の
第
２
５
４
回
常
議

員
会
、
続
け
て
第
１
７
５
回
通
常
議
員

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
に
配
慮
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

登
壇
し
た
小
原
会
頭
は
、
は
じ
め
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
経
営

相
談
へ
の
対
応
状
況
（
８
面
参
照
）
と
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し

た
飲
食
店
支
援
、
小
規
模
事
業
者
対
象

の
利
用
券
発
行
支
援
施
策
の
実
施
に
つ

い
て
報
告
と
共
に
協
力
を
呼
び
掛
け
ま

し
た
。
昨
年
度
を
も
っ
て
第
��
期
の
中

期
行
動
計
画
を
終
え
「
５
つ
の
施
策
に

お
け
る
成
果
指
標
に
お
い
て
、
会
員
数

目
標
の
み
未
達
の
結
果
と
な
っ
た
」
と

成
果
を
示
し
、そ
の
動
向
に
つ
い
て「
新

規
加
入
��
事
業
所
に
対
し
て
１
０
０
事

業
所
が
退
会
し
て
い
る
。
そ
の
理
由

の
過
半
数
が
廃
業
、
閉
店
に
よ
る
も
の

だ
っ
た
」
と
説
明
し
た
。
本
年
度
踏
み

出
し
た
第
�5
期
に
つ
い
て
は
「
持
続
可

能
な
開
発
目
標
＂
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
〟
の
要

素
を
意
識
し
た
取
組
み
を
実
施
し
て
い

く
」
と
述
べ
、
加
え
て
「
安
心
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
上
で
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ

（
事
業
継
続
計
画
）
の
策
定
が
、
コ
ロ

ナ
禍
で
有
益
で
あ
っ
た
事
例
も
あ
る
」

と
重
要
性
を
訴
え
た
。
議
事
で
は
、
令

和
元
年
度
事
業
報
告
並
び
に
一
般
会
計

等
の
収
支
決
算
報
告
、
令
和
２
年
度
一

般
会
計
及
び
特
別
会
計
収
支
補
正
予
算

（
案
）等
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！
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（1分間の一斉行動訓練）

9月24日（木）午前10時
仕事中の地震、とっさに行動できますか？！
自社の防災訓練としてご活用ください。
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第
25
期
中
期
行
動
計
画

第
25
期
中
期
行
動
計
画

第
175
回
通
常
議
員
総
会
開
催
さ
れ
る

第
175
回
通
常
議
員
総
会
開
催
さ
れ
る
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「
健
康
経
営
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
さ
れ
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
簡
単
に
言
え
ば
、
従

業
員
さ
ん
の
健
康
維
持
を
経
営
課
題
と
し
て

捉
え
会
社
が
そ
れ
を
後
押
し
し
て
い
く
と
い

う
考
え
方
で
す
。

　

健
康
経
営
に
取
り
組
む
企
業
に
は
、
国
が

健※

康
経
営
優
良
法
人
と
し
て
認
定
し
、
顕
彰

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
健
康
経
営
優
良
法
人

２
０
２
０
の
認
定
を
受
け
た
企
業
に
そ
の
取
組

み
を
お
伺
い
し
て
い
ま
す
。
今
回
ご
紹
介
す
る

の
は　

株
式
会
社　
セ
ー
フ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
さ
ん　
で
す
、
是
非
ご
参
考
に
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

Ｑ
健
康
経
営
優
良
法
人
に
取
組
ん
だ
き
っ
か

け
は
―

　

弊
社
の
業
種
上　

就
労
時
間
が
長
く
な
り

が
ち
で
、
社
員
へ
の
負
荷
が
大
き
く
な
り
、

生
産
性
や
効
率
が
悪
く
な
り
が
ち
で
あ
っ
た
。

健
康
の
維
持
と
働
き
や
す
い
職
場
へ
と
改
善

を
す
る
た
め
に
取
組
を
始
め
ま
し
た
。

Ｑ
取
組
み
内
容
は
―

・
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
活
用
し
１
日
の
歩
数
を
社

内
ラ
ン
キ
ン
グ
で
競
い
、
上
位
者
を
表
彰
。

・
毎
日
�5
時
に
社
内
で
の
ラ
ジ
オ
体
操
の
実

施
。

・
講
師
を
招
い
て
食
や
運
動
に
関
す
る
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
。

・
毎
週
水
曜
日
は
早
帰
り
の
実
施
。

Ｑ
健
康
経
営
に
取
り
組
む
際
に
苦
労
し
た
こ

と
や
良
か
っ
た
こ
と
―

　

こ
れ
ま
で
食
生
活
の
改
善
や
運
動
習
慣
定

着
は
一
部
の
社
員
が
意
識
し
て
い
た
こ
と
で

し
た
が
、
簡
単
な
運
動
を
一
緒
に
行
っ
た
り
、

社
員
全
員
で
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
す
る
こ
と
で

意
識
と
知
識
を
高
め
ら
れ
、
取
組
が
習
慣
化

し
て
き
て
い
ま
す
。。

Ｑ
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て
―

　

身
体
的
な
健
康
を
支
え
る
取
組
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。
今
後
は

精
神
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
の
充
実
が
重
点
取
組

項
目
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
社

外
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
入
れ
て
、
個
別
に
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
い
よ
り
良
い
サ
ポ
ー
ト

が
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

心
身
共
に
健
康
に
働
け
る
職
場
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

健康経営優良法人認定制度…
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教えて！

企
業
の
健
康
探
訪

健
康
経
営
に

　取
り
組
む
企
業
を
訪
ね
て

今回のご紹介先は…

さん
▲セミナー受講中！

社内掲示・啓発
▲

株式会社 セーフティプロジェクト
所在地：焼津市小柳津 420-3
電　話：054 − 620 − 2571

企業HP
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プラスチック製レジ袋有料化が
2020年7月1日から始まりました！
プラスチック製レジ袋有料化について確認すべき内容やよくあるご質問を紹介します。
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●ボウサイブロック

●そのまま食べれる
しっかり、まんぞく。
非常食セット3日分

●そのまま食べれる

非常食セ

෦ۀࣄࡂ๷ ۀ޻࡮ձࣾ ΍·΋ͱҹࣜג 〒425-0077  焼津市五ケ堀之内15175&- ������������

防
災
用
品
各
種

取
扱
い
を
し
て
い
ま
す
。

防
災
用
品
各
種

取
扱
い
を
し
て
い
ま
す
。

●しっかり、まんぞく。
　非常食セット3日分

●まるごと組み立て
　トイレセット20回分
●まるごと組み立て
　トイレセット20回分

●6年保存水 
　2,000ml（6本）
●6年保存水 
　2,000ml（6本）

●6年保存水 
　500ml（24本）
●6年保存水 
　500ml（24本）

全国業況ＤＩは、4～ 5月期は過去最悪に近い結果を記録も6月は
下げ止まりがみられる。
焼津市業況ＤＩは、悪化域のまま横ばい。従業員の充足状況は過剰
傾向も。

2020年 4～ 6月

商工会議所 LOBO調査

焼津市管内 早期景気観測調査
調査期間

○全国的にみられる傾向
・全産業の業況DIはこの期間で▲13.8ポイント（▲49.0→▲62.8）である。4、5
月調査では業況は悪化したものの、6月調査では緊急事態宣言の解除を受け、
営業を再開した小売業・飲食業などで客足が戻りつつあるほか、中断してい
た公共工事に再開の動きが出始めるなど、一部で下げ止まりの兆しがみられ
る。
・先行き見通しは、夏季商戦や観光需要の拡大などへの期待感がうかがえる。
一方、新型コロナウイルス感染症の第二波・第三波への警戒感がある中、新
たな生活様式に対応したビジネスモデルへの転換に迫られる企業や、サプラ
イチェーン・生産活動への影響拡大を懸念する企業も多く、先行きに対して
依然として慎重な見方が続く。
・外出自粛による巣ごもり消費の拡大により、内食向け商品を扱う農畜水産品
や食料品卸売業で受注が増加し好転した。
・ゴールデンウィークを中心に観光客・ビジネス客が激減し、宿泊業・飲食業
の業況が悪化した。休業や営業時間短縮により収益が上がらない中、家賃な
どの固定費負担が重くのしかかり資金繰りも急激に悪化した。サービス業の
業況は1989年4月調査開始以来、過去最悪を記録した。
・中小企業においても「新しい生活様式」への取り組みが進められている。ただし、
会議・稟議等のオンライン化やテレワーク等の取り組みは調査企業全体の2割以下
にとどまった。企業からは、「これを機に働き方を変えていきたい」という前向きな
声が聞かれる一方で、「感染防止対策でコストが増加している」、「ソーシャルディスタンス確保を徹底すると従来のビジネスモデルでは採算
が取れない」といった切実な声も聞かれた。
○焼津市内にみられる傾向
・雇用している役員・従業員の感染はもとより、取引先やサプライチェーンでの感染による間接的な感染リスクは業種問わず懸念される。
・外出自粛による巣ごもり需要により食品を中心とした小売業では売上高が増加した。
・雇用調整助成金については、「申請を検討している」4月77％→6月18％、「申請し、支給決定待ち」4月5％→6月36％という結果と
なった。また調査企業のうち「既に支給が決定している」企業はいない。
・同期間において、売上高減少・採算悪化の回答が急増した。
・テレワークの導入状況については、約40％の企業でテレワーク可能な業務があるとしており、そのうちの半数が導入済み、検討中
としている。また、導入しない理由は、社内体制が整っていない、設備・セキュリティが不十分等である。
・2020年度の採用予定については、約30％以上が正社員の採用を縮小・見送るとしている。雇用についても従業員の休業を実施する
という回答も散見された。他方、コロナの影響が比較的小さく、新規事業進出への人材確保に動く企業もある。

※調査の詳細、過去の結果については日本商工会議所LOBO調査サイト（https://cci-lobo.jcci.or.jp/）をご参考ください。

焼津市内調査結果による全産業「売上高前年比」
「採算前年比」の推移

採算 前年比

50%

60%

70%

40%

30%

20%

10%

0%

売上高 前年比
80%

60%

40%

20%

0%
22.2

11.111.1 11.1

27.8

16.7
22.2 22.2

4月 5月 6月3月

※LOBO調査協力企業（全業種）の各月回答数をもとにグラフを作成
　しています。
※四捨五入の関係で合計値が100％とならない場合があります。

50
72.2

66.7 66.7

0
5.65.6

11.1

61.1

33.3
38.9

27.8

4月 5月 6月3月

38.9

61.1
55.6

61.1

好転 不変 悪化

焼津市管内 早期景気観測調査

「焼津みらい飯」
クラウドファンディング終了
ご支援ありがとうございました

　5月20日～ 6月30日までの約 40日間にわたり、焼津の飲
食店を応援するために「焼津みらい飯」を実施してきました。
　その結果、参加店舗 33 軒、延べ支援者数 91名、クラウドフ
ァンディング支援金額 1,186,000 円を募ることができました。
　支援頂きました皆様、参加してくださいました店舗様、本当に
ありがとうございます。
　依然として飲食店の苦境は続いています。店舗もお客様の安心・
安全のため感染予防策を講じるのに余念がありません。どんな
に高画質な料理の画像や動画を視聴しても空腹は満たされませ
ん。今後も地元の飲食店を利用して応援していきましょう。
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詳細は同封チラシをご覧ください

静岡県立工科短期大学校 

入校生募集
【令和３年４月開校】

ɹۀاͷւ֎ల։΍Պֶٕज़ͷਐలͳͲɺࣾ会ͷมԽʹରԠͰ͖Δٕज़ਓࡐΛҭ੒͢ΔͨΊɺপ津

ٕज़ઐ໳ٴߍͼਗ਼ਫٕज़ઐ໳ߍͷڭҭ಺༰Λߴ౓Խ͠ɺ੩Ԭཱݝ୹ظେֶߍΛ։͠ߍ·͢ɻ

■ 学科及び定員
沼津キャンパス　˟ ��������ɹপ津ࢢେԬ �������
機械・生産技術科（20人）　電子情報技術科（20人）　情報技術科（20人）

静岡キャンパス　˟ ��������ɹ੩Ԭࢢਗ਼ਫ۠ೇ ���
機械・制御技術科（30人）　電気技術科（20人）　建築設備科（20人）

■ 問合せ先
静岡県経済産業部職業能力開発課　　TEL：054 −221 −2821
& ŸŖſɿTZPLVOPX!QSFG�TIJ[VPLB�MH�KQɹɹϗーϜϖーδɿIUUQT���TDPU�TIJ[VPLB�KQ

■ 授業料等

■ 募集日程、試験科目

区分
高等学校長推薦入学試験 高等学校長

推薦入学試験
事業主推薦
入学試験 一般入学試験 一般入学試験

第１次 第２次 第３次 第４次

出願受付
期間

令和２年
９月 02 日（水）～
９月 16 日（水）

令和２年
10 月 07 日（水）～
10 月 21 日（水）

令和 2年11月25日（水）～12月9日（水）
令和３年
１月 19 日（火）～
２月 03 日（水）

試験日 令和２年
９月 27 日（日）

令和２年
11 月１日（日） 令和２年 12 月 20 日（日） 令和３年

２月 14 日（日）

試験科目 数学Ⅰ、面接

試験会場 清水技術専門校（静岡市清水区楠 160）

入校料 授業料 入校検定料

県内 84,600 円／県外 219,900 円 234,600 円 18,000 円
※別途、教科書・作業服・資格試験受験等の諸経費が必要です。
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が
作
っ
た
逆
境
」
な
の
か
「
人
の
手
で
は
ど

う
し
よ
う
も
な
い
逆
境
」
な
の
か
を
見
分
け
よ
、

と
い
い
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、
前
者
で
あ
れ
ば
、

自
分
で
逆
境
の
原
因
を
除
い
て
い
く
し
か
な
い

わ
け
で
す
。

　

一
方
で
、
も
し
後
者
の
「
人
の
手
で
は
ど

う
し
よ
う
も
な
い
逆
境
」
で
あ
っ
た
な
ら
―
―

今
回
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
、
そ
の
典
型
で

し
ょ
う
―
―
次
の
こ
と
を
せ
よ
、
と
渋
沢
栄

一
は
述
べ
ま
す
。

　
「
自
分
が
社
会
の
な
か
で
果
た
す
べ
き
役
割

と
は
何
な
の
か
を
考
え
る
」

　
「
自
分
の
守
備
範
囲
を
知
っ
た
上
で
、
与
え

ら
れ
た
環
境
は
仕
方
が
な
い
と
考
え
る
」

　

要
は
、
ム
ダ
に
ジ
タ
バ
タ
す
る
こ
と
な
く
、

出
来
る
範
囲
内
の
こ
と
を
着
実
に
こ
な
し
て
い

け
、
と
い
う
の
で
す
。

渋
沢
栄
一
と
い
う
と
、
五
百
近
く
の
会
社
に

関
わ
っ
た
り
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
の
候
補
に
な
っ

た
り
と
、
一
般
的
に
は
成
功
者
の
イ
メ
ー
ジ
し

か
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

な
ら
ば
、
順
風
満
帆
な
人
生
を
送
っ
て
き
た

の
か
と
言
え
ば
、
彼
自
身
は
自
分
を
「
逆
境

の
人
」
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
実
際
、
こ
ん

な
言
葉
を
残
し
て
い
ま
す
。

　
「
変
乱
の
時
代
に
生
ま
れ
合
わ
せ
、
心
な
ら

ず
も
そ
の
渦
中
に
巻
き
込
ま
れ
る
の
が
不
幸
な

者
で
あ
り
、
真
の
逆
境
に
立
つ
と
い
う
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。

　

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
わ
た
し
も
ま
た
逆
境
の

な
か
で
生
き
て
き
た
一
人
で
あ
る
。

　

現
に
わ
た
し
は
、
最
初
は
尊
王
討
幕
（
天

皇
を
報
じ
て
徳
川
幕
府
を
討
つ
）
や
攘
夷
鎖

港
（
外
国
を
打
ち
払
い
鎖
国
す
る
）
を
論
じ
て
、

東
西
を
走
り
回
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
後
に
は

一
橋
家
の
家
来
と
な
っ
て
幕
府
の
臣
下
に
加
わ

り
、
そ
の
後
に
民
部
公
子
・
徳
川
昭
武
に
随
行

し
て
フ
ラ
ン
ス
に
渡
航
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
日
本
に
帰
っ
て
み
れ
ば
幕
府
は
す
で
に
亡

び
て
、
世
は
王
政
に
変
わ
っ
て
い
た
。

　

こ
の
間
の
変
化
に
さ
い
し
て
、
も
し
か
し
た

ら
自
分
に
は
知
恵
や
能
力
の
足
り
な
い
こ
と

も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
勉
強
の
点

に
つ
い
て
は
、
自
己
の
力
一
杯
に
や
っ
た
つ
も

り
で
不
足
は
な
か
っ
た
と
思
う
。
そ
れ
な
の
に
、

社
会
の
移
り
変
わ
り
や
政
治
体
制
の
刷
新
に
直

面
す
る
と
、
こ
れ
を
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、

わ
た
し
は
何
と
も
逆
境
の
人
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
る
」

　

確
か
に
、
彼
は
若
い
頃
、
尊
皇
攘
夷
の
志
士

を
目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、
事
情
が
あ
っ
て
幕

臣
と
な
り
、
そ
の
幕
府
も
潰
れ
て
、
気
が
つ
く

と
亡
国
の
遺
臣
―
―
ま
さ
し
く
人
生
、
裏
目

に
出
続
け
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
で
は
、
こ
ん

な
逆
境
に
陥
っ
た
と
き
に
、
人
は
ど
う
す
べ
き

な
の
か
。

　

ま
ず
渋
沢
栄
一
は
、
そ
の
逆
境
が
「
自
分

逆
境
を
し
の
ぐ
力作

家
・
グ
ロ
ー
ビ
ス
経
営
大
学
院
客
員
教
授

守
　
屋
　
　
淳

守
屋
　
淳

も
り
や
・
あ
つ
し

　

１
９
６
５
年
生
ま

れ
。
早
稲
田
大
学
第

一
文
学
部
卒
業
。
現

在
は
作
家
と
し
て『
孫

子
』『
論
語
』『
韓
非
子
』

『
老
子
』『
荘
子
』な
ど
の
中
国
古
典
や
、
渋
沢
栄

一
な
ど
の
近
代
の
実
業
家
に
つ
い
て
の
著
作
を

刊
行
す
る
か
た
わ
ら
、
グ
ロ
ー
ビ
ス
経
営
大
学

院
ア
ル
ム
ナ
イ
ス
ク
ー
ル
に
お
い
て
教
鞭
を
と

る
。
著
訳
書
に
3�
万
部
の『
現
代
語
訳　

論
語
と

算
盤
』
や
『
現
代
語
訳　

渋
沢
栄
一
自
伝
』、
シ

リ
ー
ズ
で
��
万
部
の『
最
高
の
戦
略
教
科
書　

孫

子
』『
マ
ン
ガ　

最
高
の
戦
略
教
科
書　

孫
子
』『
組

織
サ
バ
イ
バ
ル
の
教
科
書　

韓
非
子
』
な
ど
が
あ

る
。
２
０
１
８
年
４
～
９
月
ト
ロ
ン
ト
大
学
倫

理
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
。

新会員のご紹介 � 月Ճೖɹશ �� ॴʢ಺ɺ2ۀࣄ ॴ͸ඇެදʣ͕ۀࣄ ঝೝ͞Ε·ͨ͠
事 業 所 名 代表者 住　　所 業　種　名

公益財団法人 日本電信電話ユーザ協会 戸野谷　宏 静岡市葵区御幸町 その他サービス業
Hand Works Factory 久 留　 聡 焼津市大島 家具製造業
ベル・プラン 芹澤 真由美 焼津市小川新町 エステティックサロン

スマイルくん 三浦 かれん 焼津市小屋敷 買い物代行・付き添い・日常の
掃除・家事の手伝い

マロンパンプキン 安藤 美奈子 焼津市小屋敷 インターネット物販
麺’s 食堂粋蓮 紙谷　正成 焼津市焼津 ラーメン店
藤原表具 藤 原　 伸 焼津市大島 襖張替え
Herbs Garden 齋藤　祐介 焼津市西小川 飲食店
岩本外装 岩本　統光 焼津市田尻 住宅外壁工事

ご加入いただき
ありがとう
ございます！
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事業所の福利厚生事業を
お手伝いします
≪会員特典≫
■共済給付、健康審査受診補助
■レクリエーション事業（日帰り旅行等）補助
■コンサート、サッカー観戦等のチケット料金割引
■東京ディズニーリゾート等の施設利用補助　など

お申込み・お問合せ先

ʢҰࡒʣম௡ۈࢢ࿑ऀ෱ࢱαʔϏεηϯλʔ
ʢϫʔΫϐΞ΍͍ͮʣ

TEL：６２８－９８８２　FAX：６２９－２４９２
URL：http://www.wp-shida.jp

詳しくは、職員が説明に伺います。

会員募集中

出張パーティー
作業・事務ユニフォーム

定期個別相談会

焼津商工会議所 新型コロナウイルス感染症に係る相談実績

（会員無料・事前予約制）

3営業日前までにお申込み下さい（原則 30分／会場：焼津商工会議所）

会議所のうごき　8 月

8 月 5 日
7 日

21 日

【会議】正副会頭会議（当所）
【会議】専務理事・事務局長会議（静岡市）
【会議】志太地区商工会議所地域振興会議（島田市）

※カッコ内は開催地

注）上記日程は新型コロナの状況により変更される可能性があります

▲焼津エール飯HP

【お知らせ】
サービス業部会　新部会長の就任について

任期は前任の残任期間（令和 4 年 10 月迄）となります。

― 部会長 －

事業所名：T&M　代 表　鷹
た か の

野 利
と し み

美 さん

相談項目 法律相談※ 金融相談 特許商標相談※ BCP相談 雇用調整助成金相談

日 に ち
8 月
9 月

6 日
11 日

（木）
（金）

8 月
9 月

4 日
8 日

（火）
（火）

8 月
9 月

21 日
18 日

（金）
（金）

8 月
9 月

19 日
16 日

（水）
（水）

8 月
9 月
9 月

26 日
2 日

23 日

（水）
（水）
（水）

時 間 13：30 〜15：30 13：00 〜16：00 13：30 〜15：30 13：00 〜16：00 13：30 〜16：00

専 門 家 弁 護 士  宮田逸江 氏 日本政策金融公庫 静岡支店
国民生活事業

弁 理 士  吉川晃司 氏 東京海上日動火災保険 ㈱
社会保険労務士
増田房代 氏

※当所非会員は1回 3,000 円

持続化給付金
35.9%

資金調達
27.3%

6.23 現在

持続化補助金等
　　14.0%

その他 1.4％

税金関連 1.4％

焼津市給付金 2.1%

焼津みらい飯 2.8%

雇用関連 3.2%

休業協力金 3.6%

経営相談 8.4%




